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ヤナギ科樹木の抽出成分に関する研究

学位論文内容の要旨

  短伐！叫広葉樹は森林バイオマスとレて有望な天然資源であり、今後バイオマス

資源として積極的な利用が>IuJ待されるものである。ヤナギ科(Salicaccac)樹ホは

成長が早く、立地に関して広範な適応性を有している。北海道において行われて

いる短伐！叭育成試験で、オノエヤナギ（Salix sachalincnsi.s Fr. schm.）、エゾノキ

ヌヤナギ(S. pet-susu Kimura)、ド口ヤナギ(Populus maximowiczii Hcnry）が資

源として打望である結果を得ている。従って、本研究はこれら樹極の有効利J‖の

―‘環として含イjIする41111T成分に着Elし、！ii離した各成分の化学椛造をIリJらかにし、

成分利′Hの慕礎的知見を得るために行ったものである。

  第 1章、第 2章では 緒言 とヤ ナギ 科樹木 nn出 成分 の既往 の研究を述べた。

  第3章では、オノエヤナギ木部の訊‖fu成分の検索を行った結果、オノエヤナギ

木部より10種のフェノール成分及び2，6ーdimcthoxybcnzoquinoncをIji#Jyした。1

0穐 の 成 分 は仝 て フ ェニ ルプ 口パン 誘導 体で あり、 この 内2種は conifcryl

aldchydc及びsinapyl aldchydcであった。他は全てフェニルプ口パンの2、3壁体

からなルリグナンおよびネオリグナンである。

  化合物エはsinapyl alcoholから‘l三成されたりグナンであり、！｜！本的には

tctrahydrofuranキ障造を示した。化合物Iはtctrahydrofuranヰ艝造のcarbin（）lIふがbcnzoyl

態とエステル結合をしていた。化合物Iのキ障造をFf'i査した結果、化合物エは2S, 3R,

4R，a4S -(+)-tctrahydro－2，a4 -bisー(4-hyclroxy―3，5-dimcthoxyphcnyl)-cx3-0-(4ー

hyclroxybcnzoyl)―3，4－furandimcthanolと同定した。また、化合物エエエは化合物エとf；4

じ尽本骨格を行するがIと興なりbcnzyl位がcthoxyl基で越換されている成分であ

った。-J-j、化合物VIは、リグナンの（+)-syringarcsinolと同定された。この成分

は広葉樹リグナンとして知られており、現在その生理活性が注目されているもの



である。化合物V工工～X工は全て化合物工、エェェ、VIと同様p-hydroxyphcnylpropanc

類から 誘導 された 2、3量体で あり 、ネオリグナンである。基本的には

arylglyccrol-ロ-aryl cther構造を持ち、この結合様式は樹木のnative ligninの重要な

結合様式であり、リグナンとりグニンの生成に極めて類似した生成過程が推測さ

れた。これらの化合物はarylglyccrolにネオリグナンのdihydrobcnzofuran構造が結

合レたもの(VIエ、X)、conifcnyl alcohol及びsinapyl alcoholが結合した構造

(VIIエ、エX)、さらにtctrahydrofuran構造が結合した構造（xエ）を有し、いず

れもacyl化されている。又、VII～xエはthreo及びerythro体の混合物とレて単離

された。オノエヤナギ木部から単離、同定された11種の化合物中、エ、エエエ、

vエエエ、IX、x、xエの6種は全て新しく同定された成分である。以上の結果は、木

部リグニンとの関連、生合成及び木質化との観点から重要な知見を与えた。

  第4章では、オノエヤナギ、ド口ヤナギ及びエゾノキヌヤナギ葉の抽出成分の

検索の結果、オノエヤナギ葉のアルコール抽出物より、1種のりグナン及び2種

のフラボノイド類を単離した。これらの化合物は、ネオリグナンの2，3-dihydro-

2-(4-hydroxy-3-mcthoxyphenyl)-3-hydoxymcthyl-5-〔o-hydroxypropyl-7―

mcthoxybcnzofuran、ampcloptin及びmyricctlnである。

  オノエヤナギ葉の他のフラボノイドはGLCで、taxifolin及びqucrcctinを4r(L言忍し

た。この結果はホ部と葉の抽出成分間に特徴的な差異のあることを示した。さら

に木部及び薬に見られるclihydrobcnzofuran誘導体間で木部のそれの側鎖は

propcnalであり、一方、葉の成分の側鎖はpropyl alcohol構造を有レ、組織間での

差うせが｜リJらかになり、また木質化の過程で酸化されていることを示唆レた。

  GLCによる分析の結果、オノ．工ヤナギ薬の抽出成分はフラボノイドが顕著であ

り、特に、ampcloptinの収量は絶乾薬当たり約2.4％と算出された。従って、こ

の成分は有望な利用対象の供給源となることを示唆した。ド口ヤナギ葉のアルコ

ールれ叫j物からrn離された5種の化合物(XV～XエX)は、いずれも、salicin及び

その惻述化合物であった。この巾、1種はsalicinであり、他はいずれも新しく単

離されたものである。5穏の化合物の中、3種はp-hydroxybcnzoylでアシル化さ

れており、Salicaccacの樹木成分の特徴を示した。エゾノキヌヤナギ葉の抽出物よ

りqucrcitrinを単離レた。その他qucrcctln、kaempferolがGLCで碓言忍されたが含有

量は少ない。一方、ド口ヤナギ葉の成分はオノエヤナギ、エゾノキヌヤナギとは

異なり、salicinをはじめとするフェノール配糖体が主要成分である。HPLCによ



る 定 量 分 析 の 結 果 、 化 合 物 XVエ は 5穏 の 中 で 高 い 含 有 量 を 占 め る が 、 オ ノ エ ヤ ナ

ギ の anipcloptinの 含 有 量 に 比 べ る と 極 め て 少 な い 。 以 上 の よ う に 3樹 柚 の 葉 の 成

分はかなり特徴『r、Jであ った。従って、これら成分を利川の対象とした‖I、UI給泓〔

と して の樹 極の 選択 が容 易で ある 事を 示唆 した 。

  第5章は 以上 の総 合結 論 であ る。

  ホlo『究 にお いて ｜リ Jらか とな った フェ ニル プ口 パン 2、3量体 、nfJちり グナンお

よ び ネ オ リ グ ナ ン は 木 材 化 学 の 立 場 か ら 木 部 の り グ ニ ン 又 は Brauns’ リ グ ニ ン の

研 究 に 重 要 な 基 礎 的 知 見 を 与 え た 。 ま た 、 リ グ ナ ン の 他 、 フ ラ ボ ノ イ ド 及 び フ ェ

ノ ー ル 配 糖 体 の 存 在 は こ れ ら 抽 出 成 分 利 ′ Hの 有 望 な 資 源 と 考 え ら れ 、 と く にオ ノ

ェ ヤ ナ ギ 葉 の ampcloptinの 約 2.4％ の 含 有 量 は 極 め て 有 用 で あ る 。 さ ら に 本 り1:究

の 結 果 は 打 ‖ fu成 分 が 木 部 及 び 薬 に 特 徴 的 に 分 布 し、 供給 源と して の選 択を 容易 に

し 、 特 に 今 後 短 伐 JgJ広 葉 樹 の 総 合 利 用 に 有 意 義 な 盤 礎 的 知 見 を 与 え た も の と考 え

ら れる 。
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とエステル結合し、いずれも光学活性なネオリグナンで新しく単離された。
C6．C33量体の1種Vuは2，3―dihydro―2－（4－hydroxy－3-methoxyphenyl）－3―
hydroxymethyl―5－propenalー7-methoxybenzofuran構造のguaiacylの4位と
guaiacylglycerolの側鎖p位でのェ―テルであり、他の1種Xは上記化合物
のpropenalがpropenolに変化した構造を有している。残りの1椪XIは先
に述べたtetrahydrof uran構造のりグナンとguaiacylglycerol側鎖p位での
エ―テルで、tetrahydrofuran型リグナンのゼ4位はmethoxyl基で置換されて
いる。これらの3種はいずれも新しく単離され、リグナンおよびネオリグナン
とarylglycerolとのエーテルでいずれも光学活性である。これらの化合物は
広葉樹木部に見られるりグニンの結合様式および広葉樹の特徴を示し、リグニ
ン化学の立場からも極めて有用な知見を得た。
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kaempf erolが確認された。ドロヤナギ葉の成分はsalicin XVの他、4種のフ
ェノール配糖体である。化合物XVIはHPLCの検索の結果、絶乾葉当り0．49
％と多く、っいでsalicinのO．35％が続く。さらに、化合物XVIIおよび
XVIIIを 単離 し た。 他 の1種 XIXはsalicin benzoateのglucosyl C2で
1－hydroxy―6一oxo一2－cyclohexene―1－carboxylic acid．とエステル結合を持つ化
合物と同定した。これら5種の中4種はいずれも新しく単離した成分であり、
ヤナギ科樹木に特徴的なァシル化された成分であった。葉の成分は木部のりグ
ナンおよびネオリグナンと異なり、フラボノイドおよびフェノール配糖体を主
成分とすることが明らかになった。

  本研究において明らかとなった木部のりグナンおよびネオ
学の立場から木部リグニンおよびBrauns'リグニンの構造に
礎的知見を与えた。さらに抽出成分が部位に特徴的に分布し
となり、供給源としての選択を容易にし、今後、短伐期広葉
意義な知見を与えた。本研究の結果は関連分野で高い評価を
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